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� 下の表は，厚生労働省が発表した平成１０年と平成２５年の，世代ごとの死亡数

（人）および死亡率（１０万人に対する死亡率）のうち，１９才までをぬき出したもの

である。�才ごと，原因別に上位�位を示した（�才だけは別に示している）。

この�つの表から読み取れることを述べなさい。

また，あなたの分析を，より正確に考察するためには，他にどのような統計が

あったらよいと思うか。�つ答えて，その理由を述べなさい。（６００字以内）

平成１０年

第�位 第�位 第�位

死 因 死亡数 死亡率 死 因 死亡数 死亡率 死 因 死亡数 死亡率

�才 先天奇形等 １，５８１ １３１．４ 呼吸障害等 ６７３ ５５．９ 乳幼児突然
死症候群 ３５９ ２９．８

�～�才 不慮の事故 ４４１ ９．３ 先天奇形等 ２５６ ５．４ 悪性新生物 １２１ ２．６

�～�才 不慮の事故 ３５３ ５．８ 悪性新生物 １３９ ２．３ 先天奇形等 ７５ １．２

１０～１４才 不慮の事故 ２１０ ３．０ 悪性新生物 １６６ ２．４ 自 殺 ９３ １．３

１５～１９才 不慮の事故 １，２７０ １６．４ 自 殺 ６０９ ７．９ 悪性新生物 ３０３ ３．９

平成２５年

第�位 第�位 第�位

死 因 死亡数 死亡率 死 因 死亡数 死亡率 死 因 死亡数 死亡率

�才 先天奇形等 ８０７ ７８．４ 呼吸障害等 ３０８ ２９．９ 乳幼児突然
死症候群 １２２ １１．８

�～�才 先天奇形等 １４１ ３．４ 不慮の事故 １０９ ２．６ 悪性新生物 ８３ ２．０

�～�才 不慮の事故 １０６ ２．０ 悪性新生物 １０４ ２．０ その他の
新生物 ３５ ０．７

１０～１４才 悪性新生物 ９７ １．７ 自 殺 ９１ １．６ 不慮の事故 ６６ １．１

１５～１９才 自 殺 ４５４ ７．６ 不慮の事故 ３３５ ５．６ 悪性新生物 １４９ ２．５

出典）厚生労働省「人口動態統計年報」死因順位（第�位まで）別にみた年齢階級・性別

死亡数・死亡率（人口１０万対）・構成割合（改変）
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注）「悪性新生物」とは，いわゆる「小児がん」のこと，「その他の新生物」とは「良性腫

瘍など」のこと，「不慮の事故」とは交通事故・溺水・転落などのこと，「乳幼児突

然死症候群」とは赤ちゃんなどに起こりうる突然の呼吸停止のことである。

また，１０万人に対する死亡率とは，その年代の子ども１０万人に対して，何人

が死亡したかを示している。
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� 以下の文章を読んで，筆者は「匿名」がどのように変化しているととらえている

か述べなさい。それを踏まえて，ネット社会の「匿名」について，プラスの面とマ

イナスの面をあげながら，あなたの意見を述べなさい。（６００字以内）

ば せい

インターネットの「掲示板」上での，少年による殺人予告や利用者同士の罵声の

あびせ合い，メールによる脅迫やストーカーなど，急激な情報通信革命の浸透の
とげとげ

中で，その「負の側面」とも言うべき陰湿で刺々しい現象が様々な形で顕在化して

いる。この問題の本質を解くには，《「匿名」下の人間の意識と行動》という分析視

点が有効だと思う。

これまで「匿名」というと，マスコミへの投書や作品応募で，自分を知られたく

ないという理由によるものだった。その場合は，男か女か，何歳か，職業は何か

ぐらいしか示されないのだが，読者や視聴者は，「匿名」自体に対してはそれほど

違和感を抱くこともなく読んだり聴いたりしてきた。ところが，ネット社会の出

現は，「匿名」の意味や影響を大きく変えた。いったい人間は「匿名」の存在になっ

た時，意識や人格が普段とどのように違ったものとなり，どのように行動するよ

うになるのか。この問題を厳密にとらえるには，精神医学や心理学の専門家によ

る研究が必要だと思うのだが，そういう研究はいまだほとんど見かけない。

しかし，少なくとも次のようなことは指摘することができると思う。従来の

「匿名」による投書の場合は，メディアがそれを採用する時には，編集者が本人と

コミュニケーションをとり，確認すべき点を確認したうえで掲載するという手順

を踏む。つまり，その場合は匿名であっても情報の発信者（投書者）の社会的なア

イデンティティ（自己同一性）は存在している。

これに対し，ネット社会の「掲示板」や「匿名ホームページ」や「出会い系サイト」

などは，メディアの編集者のような中間のチェック機能が介入することなく，情
し い

報の発信者がどこの誰であるかを全く知られないまま，恣意的に情報を流し続け

ることができる。そこにおいては，情報発信者の社会的なアイデンティティは消

えている。そして，パソコンやケイタイの爆発的普及は，社会的なアイデンティ

ティを持たない姿なき情報発信者を無限に量産した。

半世紀以上前，私が小中学生だった頃，子どもたちの間で透明人間とかタイ
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ム・スリップをテーマにした小説がよく話題になった。相手に自分の姿を見られ

ずに，どこにでも入っていける透明人間になりたいと，子どもたちはみな思っ

た。それは無邪気な好奇心からだった。それがいまや，情報の世界で誰でもが透

明人間になれるようになったのだ。そして気がつけば，透明人間になるとは，自

分の社会的なアイデンティティを消すということだった。

（出典 柳田邦男「言葉の力，生きる力」新潮文庫 平成１７年 pp.２２２～２２４）
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